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論文審査の要旨 

 

腎腫瘍に対する腎部分切除術において、術後腎機能への影響を評価すること

は臨床上重要である。 

過去の後ろ向き研究では、術前 CTや MRI画像をもとに三次元画像構築ソフト

(OZ-95®)を用いて、血清クレアチニン値から術後腎機能の予測が可能であるこ

とを報告した。今回、より利便性の高い画像構築ソフト(MU-1128)を開発し、腎

摘除術（Nx）と腎部分切除術（PNx）を施行する症例の機能的腎体積(FRV)の計

測値から、術後腎機能の正確な予測が可能かを前向きに検証した。 

まず MU-1128の精度と再現性を検証し、検者間での格差が無く、再現性も良

好であることを確認した。次に、Nx症例 98例と PNx症例 41例を対象に MU-1128

を用いて、術前、術後 1か月、術後 1年の画像から FRVを測定し、PNx 症例では

marginal lossの測定も行い、術前 FRVと eGFRから算出した術後 FRV と eGFRの

予測値と実測値との比較を行った。Nx群、PNx群ともに、術後 1か月および術

後 1年における FRVならびに eGFRの予測値と実測値に有意な相関を認めた。Nx

群の腎機能は予測値よりも実測値が高くなり、代償性肥大が確認されたが、PN

ｘ群ではこの変化はみられなかった。 

本研究は、日常診療の術前検査から術後腎機能を正確に予測する方法を開発

し、有益な診療情報を提供するものであり、腎温存手術や IVR診療においても

今後の学術的な大きな発展が期待され、学位論文に相応しい臨床的意義の高い

研究であると考える。 
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以上、主論文に報告された研究成績は、参考論文とともに泌尿器科学の進歩に

寄与するところが大きいと認める。 
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